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堀川運河・播磨灘

ヨットと海の環境の体験を通じ過去と未来から学ぶ

資料−３



ヨットで海洋マイクロプラスチックを探る

ヨットの船尾からロープでプランクトンネットを流し海面30cm下を曳く。

ヨットを利用した海洋微生物やマイクロプラスチックの採取方法等は、

採取日の海象情報や位置情報、機材はヨットを含めてNPOが提供します。
あとは個々人が考えて、おもいおもいの研究ノートや理科的なレポートを作成す
る。

目視で保管瓶のマイクロプラスチックを目視観察したり、USB付顕微鏡でスマートフォン
に撮影記録する。

プランクトンネットで採取した海水をサンプル保管瓶に入れる。

播磨灘高砂沖でヨット操船体験をしながら海の環境を考えてみる。

皆さんにはヨットが風で動く原理を操船しながら体験して貰います。高砂に関係深い北前船
の動くそれと同じであることも学びます。ヨットを操船しながら海の環境に触れて貰います。
この体験を通じて考える力を養い、例えばこのプログラムを利用することで夏休みや通年の
自由研究の題材にすることだってできるのではないでしょうか。
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ヨットの動く原理はNPOホームページに掲載されているのでダウンロードして下さい。



播磨灘での採取シーン

3



堀川運河での海水採取シーン
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採取海水サンプルの船上処理シーン
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採取海水サンプルを瓶に移し替えるシーン
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2024年度東播磨県民局協働行事



海の環境学習のシーン

高倍率顕微鏡
映像
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東播磨県民局環境課との協働行事開催 工楽松右衛門旧宅（寺子屋）風景



海洋プラスチック環境学習テキストと推進グッズ

環境旗と缶バッチ
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